













































釈書の二一六段と二三六段の「 いもちひ」にはどのような注釈が付けられ、どのような傾向があるのだろうか。本節で 慶長九年（一六〇四）刊である秦宗巴『徒然草寿命院抄』から、天明三年（一七八三）刊の厭求『徒然要草』まで二六冊の注釈書における、二一六段と二三六段の「かいもちひ」の注釈 項目を調査した結果の考察を行う。
　
二一六段の「かいもちひ」の注釈 ついて整理すると、大きく分
けて二つとなる。一つは注釈が付けられてい い（１） 『徒然草寿命院抄』から、 （７） 『徒然草抄』まで 注釈書である。このような段階から変化が生じたのは（８） 『徒然草句解』で「俗に萩ノ花ト云物也」と、初めて「かいもちひ」を萩の花とする注釈が付けられて以降のことだ。 （
10） 『徒然草文段抄』 、 （
11） 『徒然草抄増補』 、
（
12） 『徒然草諺解』 、 （
13） 『徒然草大全』 、 （
14） 『徒然草参考』 、
（
15） 『徒然草直解』 、 （










大きく分けて二つとなる 一つは（２） 『野槌』の注釈で示された「撹餅」という、 「かいもちひ」の漢字を示す注釈だ。
　
以下（５）
『徒然草金槌』 、 （６） 『徒然草古今抄』 、 （８） 『徒然草句解』の三冊の注釈書で示されている。こうし 「かいも ひ」に「撹餅」という漢字をあてる例は、文明一六年（一四八四）に成立した大伴広公の著である『温故知新書』にも見られる。
　『野槌』は『温故知新書』















13） 『徒然草大全』 、 （


































て味をつけたもの」とあり、いずれ 注釈書においても橘氏 一貫してそばがき説を採用して る。こうした橘氏の一連の注釈書におけるそばがき説の主張 他の注釈書 影響を与えた。 （
90）松尾









明らかでない。近世以降ぼた餅（おはぎ）のことを関西および加賀（物類称呼） ・会津・新潟・富山・岐阜では「かいもち」といい、そば粉をこねた一種の食物（そばがき？ 盛岡（御国通辞） ・出羽最上（物類称呼） ・秋田・岩手・福井・福岡では同じく「かいもち」といい、干鮑を粉にして餅にしたものを仙台（物類称呼）ではまた「か もち」という由（東峯操氏「方言辞典」 ）である〈 『新纂徒然草全釈』 〉
　








74） 『改稿徒然草詳解』 、 （
76） 『新講徒然草』 、 （
83） 『徒
然草全講』 、 （１２７） 『しっかりと古典を読むための徒然草全釈』等が挙げられる。
本章では近世と近現代の『徒然草』の注釈書を調査し、 「かいも






































































とあり、まめ こを使用した餅が られ振舞われていた。これらの古記録の用例は、 『日葡辞書』 他の物と共に食すとある 述を裏付ける内容となっている。
以上のようにぼた餅は近世以降、萩の花は中世末頃から見られる

















ちひ」が出ない宿をへ こだと馬鹿にする意と、 「かいもちひ」は搗いてつくる餅ではないという意が掛けられた句があ 。二句目は「山寺のしんぽちかいもちいのこかな」
　とあり、山寺に新たに発心
して仏道に入った新発意が亥の子 日に「かいもちひ」を食すという意と、戒律を保つという 掛けられた句がある。いずれの句も「かいもちひ」が亥 子餅として出されて たことを踏まえた上で創作された句であり、 「かいもちひ」を亥の子 日に食す として扱う地域や時代があったと考えられ 。そして亥の子の題の三句目には「猪の子とは白きをや後あづき餅
　という句が収められている。
これは亥の子を飯の粉と掛けて、初めの亥の子の日には白い餅であるのに、次の亥の子には小豆を使用した餅を出すことのおかしさを詠んだ句である。二 亥の子の際に小豆を使用し 餅が出されてた時代や地域が ったのであろう。
ちなみに現在の亥の子について文化庁の編である『日本民俗地図
　
Ⅰ（年中行事１） 』 は、日本各 の亥の子の際に食す食べ物が記録されている。このうち北 山形県の鼠ガ関から、南は佐賀県竹崎
の全国一〇九の地域で亥の子の際にぼた餅を食すとの記録がある。
　
『犬筑波集』の三句目で見られるような「かいもちひ」の小豆餅がぼた餅と混合され、その結果として「かいもちひ」をぼた餅とする説が生まれたのではないだろうか。現在亥の子の際にぼた餅を食す地方が日本各地に存在するのは、 「かいもちひ」の小豆 が亥の子餅として食されてい 名残として考えられる。第二節
　「そばがき」説
蕎麦は延暦一六年（七九七）に奏上された平安初期の官撰国史













るを、 「これはなにものぞ」と問ひければ「かしこにひたはへて侍 そま麦なむこれなり」といふを聞きて、よみ侍りける、ひたはへて鳥だにすゑぬそま麦にししつきぬべき心地こそすれ〈 『古今著聞集』 〉
　































か、秀吉と長岡玄旨のやり取りが記されている。 『きのふはけふの物語』と『多聞院日記』で異なる点は、前者では秀吉が好んだ食べ物がそばがきだったが、後者 はそばかいもちと変化している点である。このそばかいもちについて『松屋筆記』には「畿内の人ソバガキをソバカイモチ 云」
　
とあり、江戸時代の後期には畿内の人
の方言としてそばがきのことをそばか もちと呼んでいたと記されている。 「かいもちひ」をそばがきとする説が生まれたのは、このそばか もちと「かいもちひ」 製法が近似していたためで ないだろうか。
では何故中世の末頃にかけて、そばがきや という名

































































































































先に挙げた『徒然草』 、 『宇治拾遺物語 、 『古今著聞集』の用例は、
いずれも仏教との関連が窺える内容となっている。 『徒然草』第二一六段では最明寺入道と足利左馬入道といずれも仏道に入った人物が登場し、第二三六段では聖海上人という高僧が登場す 宇治拾遺物語』の「児の搔餅するに空寝したる事」は比叡山での出来事


























する精進方との合戦を記した物語で、室町時代中期の成立で伝二条良基の作とされる『精進魚類物語』にも「かいもちひ」 用例が見られる。 「さるほとに、國内通解の事なれは、精進のかたへそ、聞えける、戒餅 律師、四十八人の弟子を召具して あたゝけの御所へそ、参 ける」
　
とあり、魚類方が挙兵の決意をしたことが知
れ渡り、その情報を伝える役割 して戒餅の律師が登場し丸餅の御所へと向かう。 『精進魚類物語』の用例では他 用例と同じく「かいもちひ」と持戒を掛けた表現が見ら 、またそれを戒律に通 た僧である律師 して擬人化されてい 。
以上のように『犬筑波集』 、 『餅酒歌合』 、 『精進魚類物語』の用例
では、いずれも「かいもちひ」と仏教の戒律を保つ持戒を掛けた表現が用いられる。このこ から中世において「かいもちひ」は持戒との関連から 特別な食べ物 して扱われて た可能性が考えられる。こうした前提に基づけば室町時代後期の成立で作者未詳の御伽草子『常盤嫗物語』に見られる「かいもちひ」 用例の意味合い理解され 「さのみ ふもはづかしや。 いもちひこそいづれより。片時へむしもわすられね。あ あぢきなや。南無阿弥陀仏」
　とあり、



















































してから搗いた餅（粉搗き餅） 、茹でて握った餅（粉茹で餅） 、焼いた餅（粉焼き餅）と、ソバガキのように粉を熱湯で掻いた餅（粉掻き ）とがある
　
小川氏の分類の中でそばがきは熱湯で掻いた餅（粉掻き餅）とい
う製法の分類に当てはまる。第三章第二節で触れたそばかいもちという名称は、このようにして蕎麦粉を掻いて作った餅という製法に由来すると考えられる。こう た掻いて作るという動作に由来して、あめんぼをカイモチカキとい 名称で呼ぶ地方がある。民俗学研究所編の『総合日本民俗語彙』では「カイモチカキ」の項目で「大阪・中国地方の一部でみずすましのこと。ミコノマイなどとも い、この虫には異名が多い。水面に浮かんで旋回し、渦を巻くような動作を見て命名したもの」
　
とある。大阪や中国地方の一部ではあめ























































































































































































































































































ー』 （明石書店・二 一七年）・古川瑞昌「餅酒論の系譜」 （ 『風俗』第一〇号・日本風俗史学会・一九七一年八月）・北畠直文「食の媒介機能―餅に関する考察―」 （ 『人文学報』第八六号 京都大学人文科学研究所・ 二 三月）
5657585960616263
─	20	─
・森多佳江「紫の上の『亥の子餅』―逸脱の三日夜儀礼―」 （ 『國學院大學大学院文学研究科論集』第三八号・國學院大學大学院文学研究科学生会・二〇一一年三月）・橋爪伸子「近世京都における禁裏御所の玄猪餅にみる菓子の機能―霊力が宿る媒体―」 （ 『会誌食文化研究』第一二号・一般社団法人日本家政学会食文化研究部会・二〇一六年一一月）
「かいもちひ」の研究　―『徒然草』を中心に―
─	21	─




“Kaimochihi” food is seen on “Tsurezuregusa”. About Kaimochihi In previous studies 
“botamochi” theory and “sobagaki” theory have been advocated. But now the reason is 
unclear both theories.
In the first chapter of this paper shows the result of investigation on “Kaimochihi” in 
the commentary on “Tsurezuregusa” in modern and modern times. In Chapter II we 
examined the validity of the “Botamochi” theory of “Kaimochihi” and the “Sobagaki” 
theory. In the third chapter about “Kaimochihi”, I studied from three new viewpoints, 
“Inoko” “Zikai” and “Banquet”.
Key words：“Kaimochihi”，“Tsurezuregusa”；“Botamochi"；“Sobagaki"；“Inoko"
